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Abstract
This paper explores the introduction of the first kindergarten in Venice, the site of the Jewish
community whose dwellings were the first in the world to be called a ghetto.
There were two main centers where kindergartens were introduced in Italy. These were Verona
and Venice. In Verona, the introduction of kindergartens was promoted by Father Michele Colomiatti,
the director of the Verona Womenʼs Normal School, supported by the Verona branch of the Italian
Teaching Alliance. In Venice, the introduction of kindergartens was promoted by multiple Jewish
individuals. Here, I mainly focus on the Russian Jewish woman Elena Raffalovich Comparetti.
キーワード：ヴェネツィアの幼稚園導入、ユダヤ人コミュニティ、
エーレナ・ラファロヴィッチ・コンパレッティ
研究の背景
筆者のこれまでの研究1)で、イタリアへの幼稚園
（Giardino dʼInfanzia）導入には二つの中心があった
ことが明らかになった。イタリア北東部ヴェネト
（Veneto）州に位置するヴェローナ（Verona）と
ヴェネツィア（Venezia）である。
これら両都市の幼稚園導入の特徴を一言で言うな
らば、ヴェローナは女子師範学校長であった神父コ
ロミアッティ（Michele Colomiatti, 生没年不詳）に
よって導入が推し進められ、その背後にはイタリア
教授同盟ヴェローナ支部（Circolo‒Verona della
Lega Italiana dʼInsegnamento）の後押しがあり、組
織的に幼稚園導入が行われたことであり2)、一方
ヴェネツィアでは複数のユダヤ系人物によって導入
が推し進められたことである3)。
イタリアにおける幼児教育史研究によると、前者
はほとんど研究が行われないまま1990年代まで放置
され4)、後者はユダヤ系のレーヴィ（Adele Levi
della Vida, 1822-1910）やアドルフォ・ピック
（Adolfo Pick, 1829-1894）が設立にかかわった1869
年に開園された聖使徒幼稚園（Il Giardino SS.
Apostoli）が、イタリア最初の「正真正銘の本格的
な（vero e proprio）幼稚園｣5)としてイタリア幼児
教育史の中で早くから取り上げられてきた。しかし
ながら、それらの文献を照らし合わせてみると、イ
タリア最初の教育学辞典『図説教育学辞典』
（Dizionario Illustrato di Pedagogia, 1892-1903）の
項目「幼児院」（Asilo d’infanzia)6)や「アドルフォ・
ピック｣7)に書かれた文章がそのまま後の幼児教育
史に反復されるなど8)、ピックへの評価はステレオ
タイプ的であることがわかってきた。つまり、決ま
り文句を繰り返すだけで、ピックたちが関わった幼
稚園のどこが「正真正銘で本格的」なのか、そして
ピ ッ ク を 賛 辞 す る 言 葉 で あ る「不 屈 の
（infaticabile）」「使徒（apostolo）」とは、幼稚園導
入にどのような形で貢献したのかは具体的に論じら
れてこなかった。比較的新しい研究として、ヴェネ
ツィア市教育委員会によって2003年に行われたプロ
ジェクト「黒板の裏側」（Dietro la lavagna)9)では、
ヴェネツィアの教育の歴史とともに、ヴェネツィア
の教育に貢献があった人物の紹介をHPで行ってい
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る。その中にはピックや、ピックと親交を持ってい
たエーレナ・ラファロヴィッチ・コンパレッティ
（Elena Raffalovich Comparetti, 1842-1918）の略歴
と業績が、ピックはガスパリーニ（Gasparini）の
研究10)をもとに、ラファロヴィッチはラッツァリン
ら（Lazzarin et al.)11)とフィリッピーニ（Filippini）
の研究12)をもとに、それぞれページにまとめられ
ている。最近、このフィリッピーニの研究が収録さ
れた、ヴェネツィア市が1999年に出版した『幼児の
発見―養護、教育、そして表象 ヴェネツィア1750
年〜1939年』（La Scoperta dell’Infanzia : cura,
educazione e rappresentazione, Venezia 1750-1939）
を手に入れることができ、ラファロヴィッチの記述
のもととなったフィリッピーニの論文を確認するこ
とができた（ラッツァリンらの研究は未入手）。こ
の本は題目通り、1750年から1939年のヴェネツィア
の子どもの保護や教育についての20の論文が収録さ
れており、この中の幼児教育関連の論文が、フィ
リッピーニの「柔らかい植物のように―幼児の教
育：慈善幼児院、幼稚園、乳児託児所」（<Come
Tenere Pianticelle> L’educazione della prima
infanzia : asili di carità, giardinetti, asili per
lattanti)13)である。そこには、ヴェネツィア市古文
書館所蔵の歴史資料を用いてヴェネツィアの乳幼児
保護と教育の歴史とともに、ピック、レーヴィ、ラ
ファロヴィッチの幼稚園導入についても論述されて
おり、その中で興味深い歴史資料が示されている
が、特段新しい視点や軸は見出だすことはできな
かった。
去年（2016年）'月ヴェネツィアで初期の幼稚園
や養成校に関する史跡確認を行った際、カンナレー
ジョ（Cannaregio）という地区を中心に、それら
の史跡が集まっていることが見えてきた。そして、
その地区には世界で最初にゲットーと呼ばれるよう
になったユダヤ人居住地14)があることを知った。な
ぜこの地域で、ユダヤ系の人々によって積極的に幼
稚園導入が行われたのか、そしてどのように行われ
たのかを「ユダヤ」（ebraico）という切り口から明
らかにすることがこの'年間の研究課題である。研
究方法として、ヴェネツィアで幼稚園運動に携わっ
た人物に関する文献研究と共に、ヴェネツィア本島
とカンナレージョ地区との関係、そしてカンナレー
ジョの中にある新旧のゲットーと幼稚園や養成校と
の位置関係を、フィールド調査を同時に行いながら
研究を進めることが重要だと考えている。本研究で
は、研究の切り口の土台となるヴェネツィアのゲッ
トーについて文献から知り得た概略と、幼稚園導入
に尽力した前述の人物のうち、ユダヤ系ロシア人
エーレナ・ラファロヴィッチ・コンパレッティに焦
点を当て、彼女が幼稚園設立に至った経緯やその思
想を「ユダヤ」の視点から明らかにする試みを行う。
ヴェネツィアとゲットー
16世紀ヴェネツィア本島のカンナレージョには
ゲットー・ヴェッキオ（getto vecchio）という地区
があり、ここには鋳造所が、そしてゲットー・ヌオ
ヴォ（getto nuovo）地区にはその廃棄物が集めら
れていた。ヴェネツィア語で gettare は「鋳造する」
という動詞であり、getto15)は「鋳造所」である。
つまり、ゲットー・ヴェッキオは旧鋳造所であり、
ゲットー・ヌオヴォが新鋳造所という意味である。
1492年レコンキスタの終焉において、ユダヤ人追
放の勅令がスペイン王国から発布されたことから、
イベリア半島に居住していたユダヤ人たちがヨー
ロッパの最西端であるポルトガル王国に逃げ込む
が、続いてポルトガル王国でもユダヤ人追放の勅令
が発布され、ユダヤ人たちはヴェネツィア共和国に
庇護を求めて押し寄せた。
ヴェネツィア共和国は、新鋳造所地区に住んでい
たキリスト教徒を立ち退かせ、ユダヤ人の居住地と
した。共和国はその後、人口が増加していったユダ
ヤ人の求めに応じて、旧鋳造所地区、最新鋳造所
（getto novissimo）地区へと居住地を拡大していっ
た。このようにユダヤ人居住地は、最初はユダヤ人
たちにとって追い出されることのない定住保護の意
味合いを持っていたが、地区名であったゲットー
（鋳造所）という言葉とともに、次第にヨーロッパ
中でユダヤ人を強制的に移動させて閉じ込める空間
として使われるようになったのである16)。
ゲットーに関する研究書は無数にあり、その中で
もヴェネツィアのゲットーについての研究は、イタ
リアをはじめ欧米各地に多く存在している。また日
本では、徳永（1997年)17)、藤内（2009年、2011年、
2012年)18)の研究がある。前者は、ヴェネツィアを
含むヨーロッパの反ユダヤ主義思想を、文献だけで
なくフィールドから立体的に読み解こうとした試み
であり、後者は、ヴェネツィアのゲットーがどのよ
うな歴史的変遷を経て成立し、拡大していったの
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か、またヴェネツィア共和国、オスマン帝国とユダ
ヤ商人の関わりはどうだったのかを明らかにしてい
る。去年（2016年）、アリス・ベッケル＝ホーの
『ヴェネツィア、最初のゲットー』19)が訳出され、
ヴェネツィア・ゲットーの概略的な全体像がわかる
ようになった。これらの研究に拠りながら、世界最
初のゲットーがヴェネツィアでどのように機能して
いたのかを踏まえることによって、19世紀後半に活
躍するユダヤ人幼稚園運動家のコミュニティの土台
となった地域はどのような特徴を持つものだったの
かを、今後のフィールド調査を通して明らかにして
いくつもりである。
また、ヴェネツィアはヴェローナとともにヴェネ
ト（州）として、1861年のイタリア統一後もハプス
ブルク家オーストリア帝国支配下にあり、国土回復
運動の中で、ウィーン条約によってようやく1866年
イタリア王国に編入されたという特殊な事情も忘れ
てはならない。
ヴェネツィアにおける幼稚園導入までの前史
イタリア幼児教育史の定説によると、イタリアへ
の本格的な幼稚園導入はピックから始まるとされ、
ピックが設立に関わったレーヴィの聖使徒幼稚園が
1869年11月3日に、そしてピック自身のヴィット
リ ー ノ・ダ・フ ェ ル ト レ 幼 稚 園（Il Giardino
Vittorino da Feltre）が1871年)月12日にヴェネツィ
アに開園されたとしている。ピックはユダヤ系ボヘ
ミア人で、イタリア独立戦争時の捕虜としてイタリ
アに送られ、その後ヴェネツィアに定住するように
なった。レーヴィは、夫がピエモンテから移り住ん
だ繊維業を営む裕福なユダヤ系定住者であった20)。
ヴェネツィアへの幼稚園導入に至るまでの前史
は、一般的なイタリア幼児教育史と大きく変わるこ
とはないが、前述のフィリッピーニの研究からヴェ
ネツィア市に特化した幼児教育史を批判的に概観す
る。
1830年代までは、年をとった女性が子どもを預か
るおかみさん学校（scolette）とよばれるものが、
ヴェネツィアでも一般的であった。1830年代には、
ウィルダースピンの幼児学校（scuola dʼinfanzia）
に影響を受けて独自のアポルティ・メソッドを発展
させたアポルティ（Ferrante Aporti, 1791-1858）
の教え子ボルツァーニ（Marietta Bolzani）によっ
て、ヴェネツィアに幼児院（asilo dʼinfanzia）が導
入された。1839年ヴェネツィアの幼児のための慈善
幼児院委員会が、「幼児院の主たる目的は民衆の道
徳化｣21)であるとの声明を出し、この中で、貧しい
民衆の子どもを家庭から離して公的に養護すること
は、怠惰な親を労働に向け、また子どもにとっても
家庭の古い因習から解き放たれるメリットがあると
述べている。このヴェネツィア市の古文書から、イ
タリアがまだ国として統一されていなかった中で、
ヴェネツィアという共同体の中で民衆教育を推し進
めようとしていた事実は興味深い。ヴェネツィアで
は、ルソーやアポルティの教育思想の影響で、幼い
頃の魂に刻まれたものは「消せない跡」（impronta
indelebile)22)として残るという考えが広まり、幼児
院の振興が進められるが、幼児院が普及する中でア
ポルティの教育思想は無視され、労働者階級の子ど
もたちは、幼児院の中で教師の監督のもと、家内工
業的な紡績の仕事をさせられるようになっていっ
た。
このような中、幼稚園が導入されることになっ
た。フィリッピーニによると、ヴェネツィアへの幼
稚園導入は、統一イタリア後のイタリア人の形成に
かかわっており、国民として自覚させるための「民
衆教育」（educazione di popolo）と結びついていた
と述べている23)。フィリッピーニはおそらく、イタ
リア統一期の政治家ダゼリオ（Massimo dʼAzeglio,
1798-1866）の言葉「今やイタリアを作った。しか
しイタリア人はまだ作られていない」（Pur troppo
sʼè fatta l'Italia, ma non si fanno glʼItaliani）を念頭に
おいていると思われるが、このダゼリオの言葉は、
様々な言語と文化を持った小さな国の集まりである
イタリア半島の国々を、イタリア王国としての統一
だけでなく、イタリア国民として結束させていかな
ければならないという政治的スローガンを含んでい
る。このことは1797年ナポレオン侵略によってヴェ
ネツィア共和国が崩壊されて以降、オーストリア帝
国に支配されていたヴェネツィアで、国民形成の意
識が他の地域より高いことは容易に理解できるが、
果たして外国からのユダヤ系移民であるピックやラ
ファロヴィッチが、イタリア人としての国民形成
と、市民としての自覚のために幼稚園を推進したと
は考えにくい。それは国民の統一が言語の統一と密
接に結びついていたイタリアで、ヴェネツィアの幼
稚園運動は、ユダヤ系外国人によって主導され、初
期の幼稚園は園長をすべてドイツから呼び寄せると
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いうスタイルをとっていたためである。これはヴェ
ローナの初期幼稚園が、フレーベル・メソッドとと
も に、イ タ リ ア 人 保 育 者 に よ る 名 称 練 習
（nomenclatura）を通してイタリア語教授を保育の
中心的な位置に置いた手法とは大きな違いがあ
る24)。
また、フィリッピーニは、ヴェネト（ヴェネツィ
アを含む州）の女性解放運動は教育の分野で行われ
たとし、幼稚園の振興は、イタリアの女性解放運動
のスローガン「市民としての母親」（madre‒
cittadina）が、フレーベル思想の母親の役割と同調
したからだと結論付けている25)。しかし、フレーベ
ルの説く「母性」と女性解放運動が目指していた
「市民としての母親」は、日々の生活で手いっぱい
の労働者階級の母親たちに、自分の子どもを放置せ
ず愛情をもって育てるよう母性の崇高さを説いたフ
レーベルの思想と、生活に余裕があるブルジョワ階
級の女性から始まった女性解放運動の母親像を結び
つけることには、大きなギャップがあるのではない
かと考える。それは、19世紀後半から20世紀初頭に
かけてイタリアで同時期に成立した幼児教育メソッ
ドを一瞥すると、明らかなのではないだろうか。フ
レーベルの母性を保育の中で引き継ぎ、教師の役割
を「幼稚園の母親」となることとしたアガッツィ姉
妹（Rosa Agazzi, 1866-1951, Carolina Agazzi, 1870-
1945）のメソッドと、「働く女性の権利」として「子
どもの家」（Casa dei Bambini）を開設し、科学的
教育メソッドを学んだ専門性を持つ教師像を目指し
たモンテッソーリ（Maria Montessori 1870-1952）
メソッドとの違いを思い起こせば十分だろう。やが
てアガッツィ・メソッドはファシズム政権下でイタ
リアン・メソッド（Metodo Italiano）と呼ばれ、母
性的な学校（scuola materna）つまり「母親学校」
（Scuola Materna）として国の教育体系に取り込ま
れていった。
ユダヤ系ロシア人移民としてのエーレナ・ラファロ
ヴィッチ・コンパレッティ
エーレナ・ラファロヴィッチ・コンパレッティに
関する先行研究としては、ユダヤ史研究の雑誌に掲
載されたヘブライ大学のアシェル・サラフ（Asher
Salah）の「オデッサからフィレンツェへ：19世紀
イタリアにおけるユダヤ系ロシア人女性、エーレ
ナ・コンパレッティ・ラファロヴィッチ」（From
Odessa to Florence : Elena Comparetti Raffalovich. A
Jewish Russian Woman in Nineteenth‒Century Italy,
2015)26)がある。ここには、ラファロヴィッチ家の
来歴や、エーレナのユダヤ人としての人物像を、19
世紀末の女性解放運動の中でとらえている。ここで
は女性解放運動の文脈でエーレナが幼稚園設立にか
かわったことが述べられており、教育的な視点では
論じられていないが、この時代のブルジョワ・ユダ
ヤ人女性と、女性解放を結びつける視点には興味深
いものがある。ただ、アシェルの研究では、イタリ
ア統一以前も後も一律に「イタリア」と表記してい
るため、文中の「イタリア」が、いつの時代のどの
地域のことを指しているか明瞭ではないところがあ
るが、アシェルの研究とエーレナの書簡27)に拠りな
がら、ユダヤ人としてのエーレナの人物像を描写し
考察する。
エーレナは1842年、帝政ロシア領ウクライナの都
市オデッサ（Odessa）に、裕福なユダヤ商人の三
人姉妹の末娘として生まれた。祖先は、スウェーデ
ンの異端審問を逃れてロシアに移り住んだユダヤ系
イベリア人で、ロシア軍の舟を作るなどの貢献を
し、女帝エカテリーナによってラファロヴィッチと
いう苗字を授けられたとされている28)。
18世紀末のエーレナの祖父の代には、オデッサで
銀行業、穀物トレーダーとして成功し、ロシア商人
ギルドの裕福なユダヤ人メンバーとなった。エーレ
ナの父の代には、ロシアのブルジョワに向けてイタ
リア旅行のキャンペーンがあり、エーレナの家族は
1861年オデッサを離れ、フランスとイタリアを行き
来する生活を送った。その背後には、①ロシアでの
反ユダヤ的な動き、②オデッサの経済活動の低下、
③1860年から70年にかけての鉄道ブームによって、
ロシアからヨーロッパへのラインが活発になったこ
とがあったと、アシェルが指摘している29)。
オデッサは、ロシアの中ではヨーロッパ風の文化
を持っており、当時イタリアにいるユダヤ系ロシア
人の多くがオデッサ出身であったという30)。1861年
イタリア王国として統一を達成したガリバルディ
（Giuseppe Garibaldi, 1807-1882）に感銘を受けたロ
シアの革命家バクーニン（Mikhail Alexandrovich
Bakunin, 1814-1876）が、フィレンツェのロシア人
コミュニティに迎えられるなど31)、ロシアとイタリ
アの関係は良好であったようである。
1848年以降のイタリア（アシェルの論文ではどの
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地域を指しているのかは不明）では、ユダヤ人に完
全な市民権が与えられるようになり、ユダヤ人男性
にとってイタリアに移住することは、政治的地位の
向上を意味したという。しかし女性にとっては、イ
タリアに定住していたユダヤ人を含めて人々は保守
的であり、自己実現をしようとヨーロッパに逃れて
きたニューカマーのユダヤ人女性にとっては、人々
の好奇の目にさらされ生きづらかったようであ
る32)。しかしながらロシアの高校を卒業したブル
ジョワの娘たちが、ヨーロッパの大学で学位をとる
ことは大きな利点があったようである。アシェルは
これを、ハンナ・アーレント（Hannah Arendt,
1906-1975）の言う「例外的なユダヤ人」（exception
Jews）であり、つまり教育を受けることによって
ユダヤ人であることから解き放たれると感じたのだ
と指摘している33)。
アシェルによると34)、イタリアでは女子が1883年
まで高校教育を受けることができなかったため、
1883年に高校に入学したイタリア人女子が大学の学
位を得ることができたのは80年代後半であったと指
摘している。そして統計によると、1877年から1900
年に大学を卒業した224人の女性のうち、ほとんど
が外国人でそのうちの多くがユダヤ人であり、かつ
そのうちの80％がロシア出身のユダヤ人だったこと
を指摘している。たとえば1877年、フィレンツェ大
学医学部を卒業し、イタリア最初の女医になったの
はエルネスティーナ・パペル（Ernestina Paper）
というオデッサ出身のユダヤ系の女性であった35)。
また、アシェルがロシア系ユダヤ人の特徴として
指摘していることは、「政治への関心」と「結婚ス
トラテジー」である。帝政ロシアで迫害を受けたユ
ダヤ人としての身の上から、政治の動向に関心が
あったのではないかとしているが、ラディカルな政
治思想を持ち、ユダヤ系ではないイタリア人と結婚
をした女性は多かったようである。その中でも有名
な女性として、イタリア社会党創始者のひとりであ
るコスタ（Andrea Costa, 1851-1910）の同志であ
りパートナーであったアンナ・クリショフ（Anna
Kuliscioff, 1857-1925）、そしてイタリア共産党創始
者のひとりであるグラムシ（Antonio Gramsci,
1891-1937）の同志である妻ユリア（Julia Schucht,
1894-1980）である36)。エーレナ・ラファロヴィッ
チは、大学は出ていなかったが、常に国際政治に関
心があり、イタリア人学者と結婚したことは彼女た
ちと同じである。この時代のイタリア人男性との結
婚は、ユダヤ教を捨て、カトリックに改宗すること
を意味した37)。
エーレナは1863年、両親の友人が催したサロンに
招待されたとき、ヴェルギリウス研究ですでに著名
だった若き古典学者でありピサ大学教授ドメニコ・
コンパレッティ（Domenico Comparetti, 1835-1927）
と知り合い、短い婚約期間を経て同年結婚した38)。
エーレナのカトリックへの改宗は、特に父親の反対
はなかったようである。ラファロヴィッチ家は、父
祖の信仰を守り、ユダヤ教徒に一般的であった狭い
血縁関係の中での婚姻をくりかえしてきた39)。エー
レナの両親もいとこ同士であったが、世の中の反ユ
ダヤ的な動向を懸念してか、エーレナの姉もフラン
ス人と結婚し、その後ラファロヴィッチ家の子孫
は、イタリア人などヨーロッパ人と婚姻関係を結び
同化していった。エーレナの曾孫であり、バルビ
アーナ（Barbiana）に学校を創設し、貧しい子ども
の教育に生涯を捧げたミラーニ（Lorenzo Milani,
1923-1967）はカトリック司祭である40)。
保守的なブルジョワ・イタリア男性であるドメニ
コと、リベラルな家庭で育ったエーレナの結婚生活
は、すぐにぎくしゃくしだした。エーレナが夫に宛
てた手紙41)から見えてくることは、家で退屈な日々
を持て余している様子と、夫が古典研究に没頭し政
治に興味を示さないことへの不満、そして旅行好き
で結婚後も家を空けることが多かったエーレナを夫
が詮索することへの反発である。1865年に一人娘が
生まれ、授乳できなかったエーレナは、当時の習慣
に従って娘を乳母に託し、:歳から遠方の女子寄宿
学校に入れている42)。その一人娘ラウラの末娘が祖
母のエーレナについて、「彼女は数多くの旅行をし、
それは見つからない何かを探しているかのようだっ
た。彼女には本当の意味での家はなかったのだ｣43)
と記している。
エーレナ・ラファロビッチ・コンパレッティ幼稚園
の設立
1872年月、エーレナは旅行先のフィレンツェ
で、マーレンホルツとベルドシェック（Martha
Berduscheck）に出会った。ベルドシェックもユダ
ヤ系である44)。エーレナの月14日付の夫宛の手紙
には、ベルドシェックがフィレンツェで幼稚園を開
設しようとしていたこと、フレーベルシステムはド
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イツ人にはなじみやすいだろうが、イタリア人には
まだ抽象的過ぎると感想を述べている45)。
エーレナの孫娘は、エーレナがマーレンホルツと
その後長く続く関係を結び、彼女は夫との離別後フ
レーベルの普及に人生をささげたのは、おそらく自
己実現と、結婚生活に欠けていた理想を追求するた
めだったのではないかと推測している46)。
その後、旅先からピサに戻ったエーレナは、「呼
吸障害を起こし死に直面した」（1872年'月12日ド
メニコの日記)47)と夫ドメニコが書いているが、お
そらく前後の手紙から推測すると、ピサの婚家での
生活にストレスを感じていたエーレナが、過呼吸を
起こしたのではないかと思われる。後にエーレナが
夫に宛てた手紙には、ピサの家で得たものは病気と
若さの消耗以外何もなく「牢獄だった｣48)と書いて
いる。そしてエーレナはその後週間くらいで再び
フィレンツェに戻っている。ドメニコはエーレナの
旅先に彼女の両親を呼び寄せ、話し合いが持たれた
が、エーレナは離別を選んだ49)。当時は教会婚だっ
たため、離婚は認められず別居という形であり、ド
メニコはその後もエーレナを訪ねて関係を取り戻そ
うとするなど手を尽くすが、エーレナの決心は固く
気持ちは戻らなかった。その後のエーレナのドメニ
コへの手紙は、近況報告と用件のみの短い手紙に
なっていった。
フィレンツェで開園したベルドシェックの幼稚園
は、外国人の子どもばかりの(人であった。認可が
間もなくおりるだろうと期待されていたが50)、保守
的なトスカーナでは認可は下りなかった51)。手紙の
文面からは、この外国人の子どもたちはどこの国な
のか、またこの幼稚園の方針は何だったのかまでは
書かれていない。しかし、フィレンツェに大きなロ
シア人移民のコロニーがあり、イタリアに移住した
ロシア系移民の多くがユダヤ系であったことか
ら52)、ユダヤ系ロシア人の子どもであったことも考
えられるだろう。また、ヴェネツィア最初の幼稚園
であるとともにイタリア最初の幼稚園であるレー
ヴィの聖使徒幼稚園も、園児はほとんどがユダヤ系
の子どもたちであったと記録されている53)。
この頃エーレナは、旅先でフレーベル玩具（エー
レナは恩物 doni ではなく玩具 giochi と書いてい
る)54)や、イタリア語の幼稚園マニュアル（おそら
くマーレンホル著のもの）を買い求めている。また
同時に、ヴェネツィアのピックと連絡を取り、'月
末にはヴェネツィアに到着している。;月)日付の
夫宛の手紙に、ヴェネツィアはピサより働きやす
く、毎日が飽きることなく日がすぐに過ぎていく
こと、そして時期的にはおそらくピックの幼稚園を
指すと思われるが、「今日は幼稚園を長時間訪問し
た」と書き送っている55)。
その後まもなくエーレナは、養成校で学ぶために
ドイツを目指している。;月20日にはミュンヘンか
ら「:つの世俗的な幼稚園があるが、ミュンヘンは
カトリック教会の力が強い街なので、市ともめてい
る｣56)と夫に手紙を送っている。;月27日のピック
への手紙57)に、ミュンヘンに:つの公立幼稚園があ
り、その中の)つの優良な幼稚園のうち、ひとつは
ゴータのケラー（Köhler）の教え子が園長をして
おり良い幼稚園であること、そこには保育室が)つ
あり庭はないこと、保育料は月額1.5フローリンで
あること。もう一つの幼稚園は郊外にあり、前者の
幼稚園よりもっと狭く、園長は良い人で子どもから
慕われているがフレーベル・メソッドを体系的に学
んでいないこと、そしてこの二人の園長はプロテス
タント信者で、カトリック教会からの干渉を切り離
そうとしていることが綴られている。
エーレナは<月ゴータとドレスデンの養成コース
に打診した後、入学許可を待ち続け、+月頃には
ゴータの夏季の教員養成コースを受講できるように
なった。エーレナは、ゴータの校長がモスクワに
行っているため、彼の授業が受けられないのが残念
であり彼の授業はとても興味深いものであるが、今
はそれを受けることができないので何もすることな
く時間を無為に過ごしていると、夫への手紙に書い
ている58)。同時期にピックに送った手紙から、この
人物がケラーであり、彼がモスクワに行った理由は
フレーベル会議への参加と、幼稚園開園のための
オーガナイザーとして招待されていたことがわか
る59)。
エーレナはゴータに到着した後、ピックに幼稚園
と養成校を作る意思を伝えている。そして、既存の
幼児院や民衆学校にフレーベル・システムを普及さ
せることが重要であり、そうでなければ、社会は貧
しくて不幸な人たちを見捨てることになるだろう、
そして子どもの感覚を自由に発達させなければなら
ないと綴っている。このエーレナの手紙から、彼女
が既存のアポルティ主義幼児院や民衆学校で行われ
ている教育内容に不足を感じており、子どもの自由
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な発達を促すためにフレーベル・システムにかける
期待の大きさを知ることができる。実際エーレナ
は、ヴェネツィアの女性視学官ヴェルーダ（Laura
Veruda）が、既存のアポルティ幼児院にフレーベ
ル・システムを導入する手伝いを行っている60)。
エーレナはまた、宗教に対してもかなりリベラル
な考えを持っていた。結婚前はユダヤ教徒であった
が日常的には実践しておらず、彼女の一家もそう
だった61)。エーレナが21歳の婚約時代にドメニコに
宛てた手紙に、「人は、この宇宙全体を寺院として
所有できるのに、なぜ教会やシナゴーグに押し寄せ
るのか私にはわかりません。まるで無限なるものを
崇拝する精神を狭めてしまう必要があるかのよう
に。また、宗教的であろうとするために、慣習の中
に眠り込み、理性を無用なものとして屋根裏にしま
い込んでしまうような不寛容で制限される必要があ
るかのように。｣62)と書いており、この姿勢は生涯変
わることはなかった。
エーレナがピックに幼稚園と養成コース設立の相
談をしたとき、最初はピックのヴィットリーノ・
ダ・フェルトレ幼稚園に資金を出し、そこから第)
の幼稚園と養成コースを立ち上げる提案をした。そ
れはピックのことを見込んで、自分の理想の幼稚園
と養成コースの設立を委ねようとしたのだった。
エーレナは「今やヒューマニズムの理想を変えると
きです。なぜなら宗教の古い理想では十分でありま
せん……（…はママ）あなたにプロジェクトを委ね
たいと思います｣63)と綴っている。しかしピックは、
自分にではなくヴェネツィア市に話をすることを勧
めた。ピックは、幼稚園の事業を私的なものではな
く、市として公的なものにしたいという希望を持っ
ており、またマーレンホルツもかねてからピックに
イタリアで公的な組織で養成校運営ができるよう依
頼していたため64)、このような思いからエーレナに
勧めたのではないかと思われる。
エーレナはそれに対するピックへの返事として、
ヴェネツィア市が幼稚園や養成コース設立にかかわ
ると、どのようなものになるのかという心配をぶつ
けている。つまりそのプロジェクトに、国か、市か、
私的な議会が関わるのか？無償の幼稚園になるの
か？ブルジョワの子どもも通ってくるのか？貧しい
子どもたちは除外されないか？そして幼稚園の宗教
教育はどうなるのか？ということである65)。特にカ
トリック教会の干渉が気になったらしく、幼稚園に
おける自らの宗教にたいする論を展開している。保
護者が希望する子どもには、神父が週に，)回幼
稚園に出向き宗教教育をしてもらうのは容認でき、
この程度であれば、信仰の寛容さと尊重によって教
育の尊厳は保つことはできるということである。そ
して、子どもの両親のみが、子どもに宗教を刻み込
む権利を持っていること、幼稚園の子どもには、す
べての市民社会に共通しており各教師が自由に受け
入れることのできる道義心に従って、道徳律や正
義、そしてヒューマニティを子どもたちに教えるの
だと綴っている。
エーレナは幼稚園と養成コースの構想を立てると
同時に、自身の父親にこのプロジェクトについて相
談し、資金援助を得た。それは父親がイタリア国債
を買い、その運用で毎年出る利子4,610リラをヴェ
ネツィア市に寄付をし、幼稚園をヴェネツィア市立
として運営することと、既存のヴェネツィア師範学
校に幼稚園教師養成コースを開くというものであ
る。この金額はエーレナによると、家を軒借り入
れ、十分に生活できる費用であったという。つまり
幼稚園を開園するために家を借りる代金と、教師の
給与その他を賄える金額だということになる。エー
レナは、この幼稚園に自らのすべての理想を託そう
とした。1873年'月15日、ヴェネツィア議会でエー
レナの申し出は承認され、同年10月16日には、エー
レナに園長の選定の権利と、計画着工の変更はない
という約束を取り付け、市と公証人による文書を取
り交わした。そして年後の1874年10月24日、リン
グラー（Maria Ringler）を園長とし、カンナレー
ジョのユダヤ系ファミリー66)の所有するヴィヴァン
テ邸（palazzo Vivante）に幼稚園を開設した67)。
当時1874年10月:日付のヴェネツィア市の幼稚園
開園公示ポスター68)には、「最初の幼稚園開園｣69)と
いう表題の下にヴェネツィア市長名で、エーレナ・
ラファロヴィッチ・コンパレッティ夫人から市への
4000リラの寄付により保育料無料の市立幼稚園を開
園することになったことが書かれている。そして、
前述した議会の承認や手続きの日付が書かれ、園児
募集には、'〜:歳までの男女児であることと、入
園手続きの場所と期間、そして必要書類は、①子ど
もの出生証明書、②ワクチン済みである証明書、③
他人にうつすような病気は持っていないという医者
の証明書、を挙げている。これらはヴェローナの幼
稚園開園公示ポスターと同じくお役所的なものであ
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り、保育の方針については「幼稚園」という表記の
横にある丸括弧の中にフレーベル・システムとしか
書かれていないが、エーレナの方針は、特定の宗教
教育を定めず世俗であることと、貧富の差なくすべ
ての階級の子どもが通うことができる無償の幼稚園
であることであった。
ここでどのような保育が実際行われていたかは、
不明である。フィリッピーニの論文に幼稚園の生活
として紹介されているものは1899年の報告書70)であ
るため、開園当初から四半世紀たっており、エーレ
ナが意図した保育とは違っている可能性は高い。
エーレナの孫娘によると、開園から年数が経つうち
にエーレナと市の幼稚園への思いがずれてきたと書
いている。市の後ろ盾があり、園児は順調に増え、
統計71)だけを見ると表面的には成功した幼稚園であ
るように見える。エーレナはしばしば幼稚園や養成
コースを訪れ、教員養成試験の手伝いをするなど忙
しく働いていることや、自分の園で働いている教師
たちは優秀であることなどを夫に書き送ってい
る72)。しかし、開園後10年たった1884年ころから、
エーレナの手紙の中での幼稚園に関する記述はなく
なっていった。彼女の1884年の手紙に、幼稚園の仕
事をするのは「手間がかかる」（mi fa passare il
tempo）と綴ったこの<文字が彼女の幼稚園に向け
る気持ちの変化だと、彼女の孫娘はとらえてい
る73)。確かに、ヴェネツィアで幼稚園を訪問したと
きの、毎日が充実していて時間が過ぎるのが早いと
綴っていた言葉とは正反対である。
なぜ市とのこのような保育方針の齟齬が生じてき
たのか。市立のため、国や市のさまざまな方針にし
たがって変えていかなければならないところはあっ
たのかもしれない。また、エーレナは幼稚園開園の
セレモニーに行かなかったことで、市からの顰蹙を
かったのではないかという疑問や、市当局からエー
レナが幼稚園への思い入れが希薄だと誤解されたと
いうことも考えられるのではないか。フィリッピー
ニは、エーレナが幼稚園開会式に行かなかったこと
を取り上げ、「気難しい女性」（donna schiva)74)と
評しているが、特に祝祭を重んじるヴェネツィアで
は、エーレナの行動は人々に奇異に映ったと思われ
る。エーレナの夫への手紙75)に、市から招待状が届
いたが行く気はないし、行きたいとも思わないと書
いている。孫娘によると、開園セレモニー当日エー
レナはヴェネツィアから逃げ出したと書いている。
彼女は人込みや、意味のない騒ぎを嫌っていたとい
う76)。
その他に、幼稚園に対するカトリック側からの反
論や、フレーベルの「遊び」についての否定的見解
は、当時のイタリアの幼稚園ではどこでも受けてい
た批判であるので、このことがエーレナが幼稚園運
営に意欲を失っていった直接的な理由とは考えにく
い。エーレナは幼稚園開会式後の1876年ドレスデン
にマーレンホルツを訪ねている77)が、詳細はわから
ない。
エーレナ・ラファロヴィッチ・コンパレッティ幼稚
園のその後と今後の課題
エーレナの孫娘によると、その後幼稚園の名称が
「エーレナ・ラファロヴィッチ・コンパレッティ母
親学校」と変わり、エーレナが求めていたものとは
程遠いものになり、このことも彼女の幼稚園に対す
る気持ちが変わっていった要因ではないかと推察し
ている78)。しかし、「母親学校」という名称が、教
育関連の文献で一般的に使用されるようになってき
たのは1910年代以降であり、さらにこの名称が'歳
以上:歳以下の幼児教育機関を指す法的用語となっ
たのは1968年のいわゆる444号法からであるため、
「母親学校」という名称がエーレナにショックを与
えたとは時代的に考えられない。しかしヴェネツィ
ア当局が、エーレナの幼稚園を「託児所」（asilo）
と呼ぶことに気を悪くしていたという記録があるよ
うに79)、現在も同様、幼児教育を知らない者が単に
幼児教育施設を十把一絡げに asilo と呼んでいるだ
けではないかと考えられる。しかしここにエーレナ
の「幼稚園」という名称へのこだわりを見ることが
できる。
フィリッピーニによると、レーヴィとピックの幼
稚園は、設立者の死とともに閉じられたが、エーレ
ナの「asilo」（研究者であるフィリッピーニ自身も
asilo と呼んでいる）は、カンナレージョの旧ゲッ
トーに移動して現在（1999年時点）も続いている80)
と記している。どのような形で現在も引き継がれて
いるのか、今後のフィールド調査が必要である。
以上のように、ヴェネツィアの初期幼稚園運動の
一人であったエーレナ・ラファロヴィッチ・コンパ
レッティの幼稚園設立や保育方針について、「ユダ
ヤ」の視点から明らかにする試みを行ったが、手紙
を主な資料として用いたため感情面が浮き彫りにな
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りやすく、客観的に論じるには不十分さが残った。
今後の課題として、カンナレージョ地区での幼稚園
や養成校とゲットーとの関係性、そしてヴェネツィ
ア市の古文書館でフィリッピーニが用いた文書の確
認と、ピックやレーヴィなどの文書も検討すること
によって、彼らとの関係やネットワークなどを浮き
彫りにしたいと考えている。
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